
手取川における水質事故について

○２月１０日の状況

１２時５６分 鶴来浄水場取水口にある水質計で油分を検知

１３時３０分 職員が取水口で水を採取し油臭を確認

１３時４０分 手取川からの取水を停止

→オイルフェンス設置

→活性炭の注入による水質改善を繰り返し実施

１４時３０分 １３市町に対し油流出の状況を報告、県水の供給停止の可能性を連絡

１５時００分 水質の改善（油分濃度は13時時点から１/４まで減少）を確認

→取水再開へ向け調査結果の数値を注視

１５時５０分 浄水場内の着水井でせき止めていた油分を含んだ水の排水を開始

１８時００分 県水の供給停止を判断し、１３市町へ県水の供給停止を連絡

１８時３５分 報道機関へ情報提供

１９時００分 県水の供給を停止

２１時３０分 油が検出されなくなり水質検査の結果、安全性が確認

→手取川から取水再開

２３時３０分 県水の供給を再開

取水時刻 油分濃度

13時 0.18mg/L

14時 0.06mg/L

15時 0.04mg/L

16時 0.04mg/L

17時 0.03mg/L

18時 0.03mg/L

19時 0.03mg/L

20時 0.01mg/L

21時 0.00mg/L

○油分濃度の変化
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手取川水質事故の原因調査について
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